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Monthly Opinion  ≪歯科医院の“成功街道”≫ 
 

   

 先月は『“成功院長”と“要注意院長”』と題したレポートをお送りしました。

歯科経営雑誌『アポロニア 21』5 月号に掲載された同テーマの小論が結論のみ

を伝えた短文でしたので、その背景や考え方などを詳しく述べておかないと、表

面的に捉えられたのでは何の役にも立たないであろうことを危惧し、何故、何を

もって“成功院長”へと向う可能性を説こうとするのか、また、“要注意院長”

へと成り下がってしまう危険性は何をもって断定できるのか、そのようなこと

に関する自説を、実体験も交えて書いたものでした。 

 日頃の思いを一気に書きましたので、かなり主観的で独善的な匂いがすると

感じておりますが、唯一点、歯科大学を世界の軍隊における士官候補生学校にな

ぞらえ、卒業と同時に士官となり大勢の兵を統率する立場に置かれる軍人エリ

ートと歯科医師を同質の立場にあると論じた点は、相応の客観性を備えていた

のではないかと密かに自負しています。 

それは組織を合目的的に形成し秩序を維持する上で、また社会の要請に正し

く応えるための機能を発揮する上で有効に作用するシステムとして同質な点が

窺えるからです。もちろん歯科医師は民間の一事業者として自由に生きるわけ

で、決して各国の軍人や日本の自衛官のように官僚機構の枠内で生きるわけで

はありません。それでも国家資格を付与され「先生」と尊称で呼ばれる立場を十

分に認識するならば、経験未熟であっても兵や下士官の上官として責任ある任

務に就く士官と変わりがないことを理解することができるはずで、そうであれ

ば、『先生』の名に恥じないように自らが身を律し、周囲からの真の敬意を集め

られる人格を形成し、必要とされる専門技能を磨き、一般教養を高める努力が伴

わなければ上辺だけのシステムに成り下がってしまうと説きました。 

「偉そうに言うな」との批判はもとより覚悟の上ではありましたが、今月前半

のメールマガジンでお知らせしましたように、幾人かの院長から賛辞をもらえ

ましたことに意を強くし、今月は『成功院長』が歯科医院を成功に導くために歩

むべき道とはどのようなものであるかについて書いてみることに致しました。 

 

 

 

 

 
   

成功とは何か？ 

 「何をもって成功と言うのか」 

１ 成功街道の道しるべ、物件費と人件費  


